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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年11月25日(2010.11.25)

【公表番号】特表2010-506692(P2010-506692A)
【公表日】平成22年3月4日(2010.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-009
【出願番号】特願2009-533514(P2009-533514)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月5日(2010.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元（３Ｄ）環境内で歯の少なくとも一部のデジタル表現をレンダリングするステッ
プと、
　前記歯の所望の動きを示す入力を受信するステップと、
　前記入力に直接応じて３Ｄ環境内で前記歯を動かす代わりに、前記入力に応じて仮想器
具のための新しい器具の位置を計算するステップと、
　前記仮想器具の新しい器具の位置に基づき、前記歯のための新しい歯の位置を計算する
ステップと、
　前記３Ｄ環境内での前記新しい位置で、前記歯のデジタル表現をレンダリングするステ
ップと、を含む、コンピュータで実施する方法。
【請求項２】
　前記入力が、前記３Ｄ環境内の第１の動きを規定し、
　前記方法が、前記第１の動きに基づいて前記３Ｄ環境内で第２の動きを計算するステッ
プを更に含み、
　前記第２の動きが、規模において前記第１の動きと実質的に等しく、かつ実質的に反対
方向であり、
　前記入力に応じて前記仮想器具のための前記新しい器具の位置を計算するステップが、
前記第２の動きに基づき、前記新しい器具の位置を計算するステップを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記歯の前記所望の動きを示す入力を受信するステップが、ユーザインターフェースを
介し、ユーザから前記歯の所望の動きを示す入力を受信するステップを含み、
　前記ユーザが、前記歯をクリック及びドラッグすることにより前記ユーザインターフェ
ースと相互に作用し、これにより前記ユーザは、前記仮想器具を実際にクリック及びドラ
ッグする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　コンピューティングデバイスと、
　前記コンピューティングデバイス上で実行するモデリングソフトウェアであって、
　　三次元（３Ｄ）環境内で歯の少なくとも一部のデジタル表現をレンダリングするレン



(2) JP 2010-506692 A5 2010.11.25

ダリングエンジンと、
　　前記歯の所望の動きを示すユーザ入力を受信するユーザインターフェースと、
　　前記入力に基づき、歯科矯正器具の位置を自動的に計算するための歯科矯正器具制御
モジュールと、
　　前記歯科矯正器具の位置に従い、前記３Ｄ環境内での前記歯の新しい歯の位置を計算
するための歯制御モジュールと、を含むモデリングソフトウェアと、を含むシステム。
【請求項５】
　前記歯科矯正器具制御モジュールが、前記歯の所望の動きを示す前記入力を、前記歯よ
りもむしろ前記歯科矯正器具に適用することにより、歯科矯正器具の位置を自動的に計算
する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　プログラム可能なプロセッサに、
　三次元（３Ｄ）環境内で歯の少なくとも一部のデジタル表現をレンダリングし、
　前記３Ｄ環境内で仮想歯科矯正器具を透明又は半透明オブジェクトとしてレンダリング
し、
　前記歯の所望の動きを示す入力を受信し、
　前記入力に応じて前記仮想歯科矯正器具の新しい位置を計算し、
　前記仮想歯科矯正器具の前記新しい位置に基づき、前記３Ｄ環境内での前記歯の新しい
位置を計算させるための指示を含む、コンピュータ読み取り可能な媒体。
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